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強斑┄，橋桁に作用す
る動的空気力を CFD で計算する手法について検討を実施
してきた 

( 1 )，( 2 )．
CFD が耐風設計ツールとして用いられるようになるに
は，橋桁に作用する静的・動的風荷重を十分な精度で評価
できなければならない．現状では，CFD は構造物の対風
応答を非常に精度良く解析できる場合もあれば，場れに

用分て動重十にき拳できなｅ終激ｌすい，すな動ば，き風
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e to their own motions. In recent 
years much effort has been made to apply CFD to the aerodynamic and aeroelastic problems 
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した断面である． 
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的計測に労力を要するため平板理論値で代用されることも
少なくない．本検独
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ਤ - ( c ) ）では平板 B/D = 200（ - ( b ) ）および扁
へん

平六角
断面（ - ( d ) ）の場合に比べて大きく，断面によって増幅
される場合がある．

( 3 ) 式を用いて，ୈ 7 ਤ４が∵㎈養で４

面図¢㎈諺諺諺諺諺㎈㎈

溜ミ諺諺箇雷ミ箇

雷ミ雷ミ箇

雷ミ 箇箇



42 IHI 技




